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World Wide Web Consortiumは、WWWの持つあらゆる可能性を引き出すこと

を目的とし、規格の制定（ただし、最終的なインターネットスタンダードは、

IETFの標準化トラックに沿って決められるため、W3Cの活動が、即標準となる

わけではない）と、そのリファレンスとなるソフトウェアを決めるためのコンソ

ーシアムで、1994年9月に活動を開始して以来HTTPやHTMLなどのワーキンググ

ループを構成して活動している。

当初からアメリカではMIT LCS、ヨーロッパではINRIA（仏）が共同して運営

している。現在、日本に東南アジア地区の活動拠点を設置することを検討してい

る。現在のメンバーは約140社で、ベンダーからは独立した存在である。メンバ

ーリストはhttp://www.w3.org/pub/WWW/Consortium/Member/List.htmlを参

照できる。

＜会員になるには＞

どのような団体、企業でも契約すれば参加することができるが、IETFとは異な

り、個人では会員になることはできない。会員には、Full会員とAffiliate会員の2

種類があり、Full会員には売り上げ額が5,000万ドル以上という制約がある。

＜問い合わせ先＞法的な問い合わせ以外は下記へ
Tim Berners-Lee Albert Vezza
Director Associate Director
W3C MIT Laboratory for Computer Science
timbl@w3.org av@mit.edu
Phone: +1 (617) 253 9670 Phone: +1 (617) 253 0531
Fax: +1 (617) 258 8682 Fax: +1 (617) 258 8682

（向川信一・高崎敬雄）

W3C（World Wide Web Consortium）

＜活動分野＞
1. HTTP
2. HTML
3. PICS（Platform for Internet Content Selection）

コンテントレーティングとラベリング
4. Security
5. Mobile Code

Javaや Safe-Tclなど
6. Payments

Webを使った電子決済
7.Demographics

より多くの情報を伝えるための表現方法
8. 国際化
9. CGI（Common Gateway Interface）

HTTPサーバ側で 他のプログラムとのインターフェ
ースを行う手段

10.Addressing
URLの文法の拡張

11.Graphics
Webに適したイメージフォーマットの開発

最新の活動状況は、

W3Cのホームページ
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